
314

9111Mlt川川「川11Tlllllll］［Flll1川lll「111Tlllllllll川11111111111111［［Ill！1旧ellU［111110：MllMllllllHllllllll：川凹ll川「Ul1旧ntl

　　　　　　　　　　　成　　　　果　　　　表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

1・繰維鞭1蟹蔀撃
　　　　将抜碧試料採；F

　　　　削出し方法；二：

　　　弟一リング
b強産
　　　　再威型
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る強度の約90ヲ6を示1〆た，供試14：「〕

橘き固め伏件は全く同じで｝、ったつ・．

径と高さ3姥率に2．3と2．9の違い

があり，先．こ述べた寸法ゐ影響、二よる

本丙で供i試体の大小による強礎の差に

よるものではないと思われ乙，

　以上赤土．ウ三軌試験絵果を示せは．

左表の通りでまっる，　　　　　1954．1D，1S二2

82．ec 0．964
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含クロム高炉スラッグの特性
1・実験の目的

松 下

　この実験は先に本誌（1）に発表したとおり，含クPム鉄

鉱石を高炉で処理し〔Cr〕；・O．1％程度の優艮鉄鉄が得

られるよ5な，炉内で脱クロムを行hせるための操業に

関する一連の実験の一環をなすものである．すなわち溶

銑中のCr　t）ee化還元に伴5高炉スラッグ中のクロム

（Cr「’或はCr”’）の形態を調べようとするものである．

　2．　実験の方法

取敢えずC・0－Sio・－AI203－Cr20sの比較的単純な基本

系から出発し，この混合粉体を予めクソマソ電気炉で一

度溶解し，凝固したものを細く砕いておく・次にこれを

ユ〇－3mmHgてい．ビの真空中で再溶解し，できるだけス

ラッグ中のP。2を低くしてから過冷し，そのガラスの着

色状況を窟量してGr”或はCr”’の存在比率を求めよ

うとしている．更に一度スラッグを真空処理した後，

CO，　CO2或は．CO十CO2　を溶体に作用させて九2を

種々、二変丸，上記と同様な．方法でスラッグの着色模様を

調べようとしている．この際実験温度，スラッグ成分な

どは電要な因子となるぱずである．

　3．　実験の装置

　まず溶解用の電気炉二ついて述べる．第1図に示すよ

うに6本のテコランダムkSic：1発熱体を用いており，

相対する2本を並列：：結び，AI，　AIおよびA皿の単

巻変圧器／2kW〕によ．．．て電圧を掛ける．このう．ちA皿，

A皿は手動式であり，AIには3回線を設けており，た

とえば±と1，2および3との間に，30，40及び50Vが

掛るようにしておき，Pt－Pt・Rhサーモカップルの熱起
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　　第1図　環暖電気炉の自動温度証節才式o概藍缶

電力変化が信号となワてR，，R3或は．R3　L・ず求か一t〕L／）

リレーが作動するようにな・，、ている・こOリンーZ）励磁

にはAIから10DVを炭殆し（いる．従一、て4CO～
1，600⊃Cv．’）va囲内で，任意の一定温慶に長時間躁iつ：と

ができる．
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　二の竪型電気炉ご写真1に示r払外1毛37m血φ×内径

30mmφx長さ500　mmのアランジット炉心管｛Al203
98ドていしのセミ・ジンター四浮ド質田｝上下端が見
え．ている・上端：．、よ硬質ガラス・キ†ップおよびぺPt一

ズを用い1下端．．二は水冷式軟鋼製Hgつぼ（スラッグ急冷

用㌔を設出摺含部はアラルダィト接着剤で補強してお

．：．二．り．［戸心管，ほぼ中央、二外径26mmφx内径20　mm

φ×高き4e　mm．．）アランジット質ILツボをW線で懸垂

しておく．二れはガラス・キャップの外側からMK永

久磁石で操作で．キるようになっている・なお第1図に図

　　　　　　　　　　　　　　　　　示した変圧器，

　　　　　　　　　　　　　　　　　リレーなどの配

　　　　　　　　　　　　　　　　　置を写真2に示

　　　　　　　　　　　　　　　　　す．一番手前が

　　　　　　　　　　　　　　　　　AI’であり，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の奥及び左手机

　　　　　　　　　　　　　　　　　上にAI，　A皿，

　　　　　　　　　　　　　　　　　がある・左手机

　　　　　　　　　　　　　　　　　側面に電磁リレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ーが見える．右

　　　　　　　　　　　　　　　　　手机上椅子の背

　　　　　　　　　　　　　　　　　後にEOKコソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　トP一ラーがお

　　　　　　　　　　　　　　　　　る．　これは写真

　　　　　　　　　　　　　　　　　1の電気炉の裏

　　　　　　　　　　　　　　　　　側下方にも見え
　　　写東2　電気炉電源部　　　　ている．その上

方はERKレコーダーである．
‘「次に装置の全景を写真3に示す．排気ポソプ（500　1／

min，1　H’｝を含む右端が排気回路であb，この机と直

角の左手にはCO，　CO，ガスの発生器，その清浄，混含，

　　　　　写e！・　3実験装置全景

乾婦，分祈など一連の装置ガ設けられ．ている．ボンベは

lt，ガ．ス用である，

　4　実験の操作

　一例としてCaOisio2＝0．8，　Al203三ユ5％，　Cr！03・＝1

卿．）スラッグについて述べる．予鮪溶解した糧末を前記

7Lツボに10　grほと． 謔閨C　N2気流中で加熱する・以下
第2図の記録例に，tって説明する．1，0eoコC×30　minの

鯉理で充分固くシンターされる．こ二で装置全体を一

まず排気する．次に再びN，ガスで置換し，昇温し．て

1，320二Cx2hrs保持で完全二溶解する．これが終れば
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　　　　第2図ERKレコーダーの詑録何
一旦温度を低下し，再びユ，ODゆ’C：二た夙た1’ころで腓

気する．以後は排気をしなガら昇温＋る，ここ斎重要t：

ことは，このまま加熱を継続して溶解し（しま．：てばい
尋ナない．多量のガスを放出してスラ．tttグ7＞．口貰きII劃L．p炉

心管や熱電対保護管（デグジツt’・ドイツ製ポン7一コ

ルyド質）に附着して高価な損失を招き，実螢そのもの

も失敗してしまう．このスラッグの軟化開始嵐に，＿
1，180°Cであるから，1，　190°C　x30　miコの課」持を行う，

ただしこの点から3段の真空コッアを細（絞．り（おく，

更に安全のためユ，250℃x30　min・D保持脅行ウた陵，

ユ，320DGに持っ（ゆき，ここで始め『（3段の真空rック

を全開して2hrsほど保つ．これ等のコ．ノ〃は写真ユT〕

右側ブロックに云されている．：¢操作セ終え（から加

熱を止め，．」LツボをHgつぼに急冷するか或は炉中でそ

のまま冷却させる．上記ゆ全操作をそ・りまま忠実に実行

しないと必ずスラ・・グう：多少とも哨出し．域齢⊃実験を

妨げる．この点著r鍾は相当苦心しプニわけである．

　5．　実験の結果
　このttうにして」非ガスLたスラッグぽ青Rr：　fiif　．，丑二緑

色である．前記りようにスラッガが蟹出ナる1きピ連やか

に排ガスしたものば大変美Lい青藍色を呈する．もし排

気中或る程度のiJ一クt．あ表ば羅色ゴ1．著し（ZZ＿t《（

る．COで還元して本青珠が勝ち，逆、二CO三．で酸イkず

れば緑色に傾く．ニゴ1は1，iユOnm　Drderノ・7㍉グ・

プレ’バラートによる光◎透過，或は久ラ．，グ・：ブF．）ク

による光の反射などによって定量化し．百（CE．「口緑

（Cr’”〉の遷移を系統的に調べている．た齢写真1．，の

電位差計はPt　lCr”，　Cr’”（スラノグ）．Cr、・／．ボラン・7．『

7Lを測定するためのものである．　11954，　tl．ユ5）
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